
令和６年１２月１７日 

北九州市都市ブランド創造局 

 

報道関係 各位 

 

オリンピック金メダリスト・内村航平氏（北九州市スポーツ大使）が 

いのちのたび博物館の標本製作監修のため来館します 
 

この度、体操競技で世界的な第一人者で、本市スポーツ大使である内村航平氏が、いのちのた

び博物館が製作・展示する標本の監修のため来館されます。博物館の標本製作にスポーツ選手

が関わる事例は大変珍しく、また、当館で内村氏が監修する様子を取材することが可能です。 

年末のお忙しい時期ですが、大変貴重な機会ですので、是非とも取材の方よろしくお願いいた

します。 

 

１  来館日時（取材対応時間） 

令和６年１２月１７日（火）14時00分〜14時30分 

※ 撮影および内村 航平氏へのインタビューが可能です 

２  場  所  

北九州市立自然史・歴史博物館（いのちのたび博物館）３階 実習室 

※ ご来館の際は、以下の普及課担当者へお声かけください。実習室へご案内いたします。 

３  監修の概要  

当館では、動物と人間の動きの類似点や相違点を比べられる骨格標本を製作しています。 

この「人間の動き」は体操競技の競技中の一瞬が、表現的にわかりやすく、動物の動きと 

比較できることから、本市スポーツ大使の内村氏に監修を依頼しました。 

内村氏との協議するなかで、 「鳥類が着地する姿勢」と「体操競技の鉄棒で着地する姿勢」

を比較できる骨格標本としました。 

その「体操競技の鉄棒で着地する姿勢」について、内村氏に着地時の姿勢や腕・足のバラン 

スなど、人体骨格模型の姿勢を監修していただきます。  

４  当日の監修方法 

現在、模型造形作家が、学校や病院にあるような人体骨格模型の姿勢を変更しています。 

この製作途中段階の標本を内村氏に実際にご覧いただき、実際にお手に取って角度を 

見ていただく、などの確認とアドバイスを頂戴します。 

 

 
【お問い合わせ先】 

自然史・歴史博物館（いのちのたび博物館） 

〒805-0071 北九州市八幡東区東田2-4-1 

電話：０９３−６８１−１０１１ 

担当：自然史課 大橋、 

普及課 深田・田平（広報担当） 


